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●しみんの広場

し
み
ん  

広
場

の

もくじ

フ
ラ
ワ
ー・ブ
ラ
ボ
ー・コ
ン
ク
ー
ル（
Ｆ
Ｂ
Ｃ
）

春
花
壇
で
松
坂
屋
賞
受
賞
！

神
戸
小
学
校

民
生
児
童
委
員
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

皆
さ
ん
の
身
近
で
気
軽
に
で
き

る〝
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
済
み
切
手
と
ベ
ル
マ
ー
ク

収
集
に
ご
協
力
を
！

ＱＡＱＡＱＡ

▲園芸部の皆さんと花壇

ど
ん
な
切
手
で
も
、ど
ん
な
形
で
も
い
い
の
で
す

か
。ま
た
、ど
の
よ
う
に
し
て
出
せ
ば
い
い
で
す
か
。

通
常
の
切
手
や
記
念
切
手
な
ど
の
使
用
済
み
の
も
の
を
、

切
手
の
周
り
を
約
５㎜
〜
１㎝
程
度
残
し
て
切
り
取
って
く
だ
さ
い
。

ベル
マ
ー
ク
は
、マ
ー
ク
の
周
り
を
大
き
め
に
切
り
取
って
く
だ
さ
い
。

ど
こ
へ
出
せ
ば
い
い
で
す
か
。

市
民
館
や
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
な
ど
に
収
集
箱
が

置
い
て
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

23
局
０
６
１
０

※

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
も
集
め
て
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

収
集
し
た
使
用
済
み
切
手
な
ど
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

使
用
済
み
切
手
は
、（
社
）日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会
に

送
り
、切
手
収
集
家
や
切
手
商
の
方
へ
売
ら
れ
ま
す
。そ
の
売
上

金
は
、ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
へ
保
健
医
療
従
事
者
を
派
遣
す
る

際
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
ベ
ル
マ
ー
ク
は
、知
的
障
害
施
設
へ
渡
し
て
い
ま
す
。ベル
マ
ー
ク

１
点
が
１
円
に
換
算
さ
れ
、品
物
と
交
換
し
た
り
教
育
資
材
な
ど

を
購
入
し
た
り
す
る
際
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

田
原
市
が
募
集
し
た
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
に
、私
た

ち
４
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
広
報
作
成
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組
、ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
に
か

か
わ
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

身
近
な
話
題
や
、た
め
に
な
る
情
報
な
ど
、市
民
の
皆

さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
に
も
取
材
に
伺
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
は
じ
め
ま
し
て
！

 
平
成　

年
度
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

田原市で行われるイベント
や、自然豊かな風景などに
ついて、皆さんにご紹介し
ていきます。１年間よろしく
お願いします。

河合 恵
（神戸校区）

23

めぐみ

鈴木理絵
（清田校区）

 り　 え

澤井浩寿
（堀切校区）

ひろ ひさ

高橋愛佳
（神戸校区）

あい　か

◉
お
問
い
合
わ
せ

　

広
報
秘
書
課

　
　
　

局
０
１
３
８　
　

局
１
６
９
１

２２

２３

７月１日（金）から、田原のいいところや
イベント情報について、まったり楽しくつ
ぶやいていきます。
ぜひフォローしてくださいね♪
♥ツイッターアドレス
http://twitter.com/#!/KohoＴａｈａｒａ

田原の魅力を自分の目
線で伝えていきます。読
者の皆さんにも自分にも
楽しい記事にしたいと思
いますので、よろしくお願
いします。

「街角ネットたはら」のナビ
ゲーターとして、皆さんの身近
な話題について、元気にお届
けします。ぜひ、ご覧ください！

　

神
戸
小
学
校
の
花
壇
が
、フ
ラ
ワ
ー・ブ

ラ
ボ
ー・コ
ン
ク
ー
ル（
Ｆ
Ｂ
Ｃ
）で
松
坂
屋
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、昭

和
39
年
か
ら
、児
童・生
徒
が
学
校
花
壇
づ

く
り
を
通
し
て
、学
習
や
校
内
美
化
に
取

り
組
む
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。今
回
は
、名
古
屋
市
を
除
く
県
内
の

小
中
学
校
か
ら
１
３
７
校
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

神
戸
小
学
校
の
花
壇
は
、昨
年
の
東
海

ラ
ジ
オ
放
送
賞
に
引
き
続
き
２
年
連
続
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。表
彰
式
は
、６
月

15
日（
水
）に
愛
知
県
庁
で
行
わ
れ
ま
す
。

表
彰
式
は
６
月

で
行
わ
れ
ま
す
。

●

 

●

 

●

 

市
民
活
動
を
応
援
す
る
ペ
ー
ジ　
　
　
　

      

５
ペ
ー
ジ

  

神
戸
小
の
花
壇
・
使
用
済
み
切
手
な
ど
の
収
集　

 

３
ペ
ー
ジ

地
域
の
話
題（
神
戸
校
区
）     　
　
　
　

 　

 

４
ペ
ー
ジ

●  

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
紹
介   　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
ペ
ー
ジ
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●しみんの広場

地域
発!

神
戸
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で

は
、
谷
ノ
口
総
合
整
備
促
進
協
議

会
と
協
力
し
て
、「
表
浜
ほ
う
べ
の
森
」

を
拠
点
と
し
た
里
山
整
備
や
地
域
の
ふ
れ

あ
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

里
山
整
備
の
進
み
具
合
は
？

　

都
市
と
農
村
と
の
交
流
拠
点
を
目
指
す

公
園
と
し
て
整
備
が
進
ん
で
い
る
「
表
浜

ほ
う
べ
の
森
」。
現
在
は
、
一
部
の
造
成

工
事
が
完
了
し
、
荒
れ
果
て
た
森
か
ら
、

明
る
い
広
場
へ
と
変
ぼ
う
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
上
下
水
道
な
ど
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
く
予
定
で
す
。
今
か
ら
、
こ
の

空
間
を
ど
う
活
用
し
よ
う
か
考
え
る
と
、

夢
が
膨
ら
み
ま
す
。

里
山
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

３
月
に
は
、「
表
浜
ほ
う
べ
の
森
」
周

地
域
の
話
題

神
戸
校
区

地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

▲モリゾーとキッコロも遊びに来たよ（里山体験会）

市
街
地
と
豊
か
な
自
然
が
混
在
す
る
神
戸
校
区
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
谷
ノ
口
地
区
か
ら
、

地
域
を
盛
り
上
げ
る
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

辺
と
「
え
え
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を

会
場
と
し
て
、「
表
浜
ほ
う
べ
の
森
づ
く

り
里
山
体
験
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
地

元
の
親
子
連
れ
を
中
心
に
、
約
１
０
０
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
市
職
員
か
ら
公
園
の
整
備

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
後
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
に
よ
る
巨
大
な
キ
ノ
コ
作

り
を
見
学
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
初
め
て

見
る
豪
快
な
ア
ー
ト
作
り
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

里
山
体
験
で
は
、
孟モ

ウ

宗ソ
ウ

竹チ
ク

を
使
っ
て
自

分
用
の
器
や
箸は
し

を
作
り
ま
し
た
。
箸
を

作
っ
て
い
る
は
ず
が
楊
枝
に
な
っ
て
し
ま

い
作
り
直
す
な
ど
、
子
供
よ
り
大
人
の
方

が
夢
中
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
（
笑
）。

　

里
山
体
験
の
後
は
、
地
元
女
性
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
に
よ
る
、
地
元
食
材
を
使
っ

た
炊
込
み
釜
飯
と
豚
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
ま

し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
自
分
た
ち

で
作
っ
た
食
器
で
美
味
し
い
ご
飯
を
食
べ

て
、
親
子
の
き
ず
な
も
一
層
深
ま
っ
た
よ

う
で
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
を
ど
ん
ど
ん
計
画
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
里
山
づ
く
り
や
、
イ
ベ

ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
神
戸
市
民
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲造成工事が一部完了した「表浜ほうべの森」

▲豪快なチェンソーアート

　　　  「地引き網講習会」のお知らせ
日時◦ 7/2 圡・7/9 圡 19:30 ～、7/17 日 9:00 ～
会場◦谷ノ口公民館・谷ノ口海岸
内容◦地引き網講習（7/2・9 は座学、7/17 は実習）
要件など◦20 歳以上の方／参加無料
申し込み ▼神戸市民館☎ 22 局 0980

「里山体験会」のお知らせ
日時◦ 7/17 日 9:00 ～ 13:00
会場◦表浜ほうべの森（谷ノ口公園予定地）
内容◦地引き網、公園散策、昼食づくりなど
その他◦参加無料／少雨決行
申し込み ▼神戸市民館☎ 22 局 0980

　　　  「地引き網講習会」　　　  「地引き網講習会」　　　  「地引き網講習会」
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1 ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週火・金・土 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2 このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

市民活動を応援するページ
たはら国際交流協会

●しみんの広場

市民活動紹介

～ボランティアで世界の人々と交流します～

たはら国際交流協会（ＴＩＡ）は、さまざまなボランティア活動を通じて、世界の人々と交流を行っています。
外国の皆さんと一緒に手料理やゲームを楽しむクリスマス会、日本全国へ出かけて学ぶ多文化研修会、ホー

ムステイの受け入れや通訳のお手伝いなど、取り組みは多彩です。
　言葉を通して交流するいくつかの活動もあります。「にほんご教室」では、地域で暮らす外国の方々と日本語
を学びながら、季節の行事やお祭りなども一緒に楽しみます。また、さまざまな国の言葉を学び、外国の方々と
の交流のきっかけ作りとなる教室も開催しています。今年は年間
を通じた英語教室や、中国語教室、韓国語教室などを予定してい
ます。皆さんも、楽しく世界の人々と交流してみませんか。

にほんご教室❖ボランティアスタッフ募集中

日時◦毎週金曜日 19:30 ～ 21:00 ／毎週日曜日 10:00 ～12:00
会場◦田原文化会館
対象◦日本語が母語でない方／参加無料

はじめての英会話（前期）❖受講者募集中・途中参加可

日時◦ 6/10 金～10/21金の隔週金曜日 10:30 ～11:30 ／全10回
会場◦田原文化会館

使える英語（前期）❖受講者募集中・途中参加可

日時◦ 6/17 金～10/28金の隔週金曜日 19:30 ～21:00 ／全10回
会場◦田原文化会館

問い合わせ ▼たはら国際交流協会☎ 22局2622　　info@tahara-tia.jp

▲クリスマス会でフィリピン出身の皆さんと

Tahara
 I nternational
Association

　　　　「市民提案型委託制度」は、行政が実施すべき性質の市民サービスなどについて、効果的な事業内容を提案した
団体と市が委託契約を結ぶものです。市民協働で事業を実施することにより、少ない経費で高い効果を得ることが期待
されています。今回募集されるテーマや応募方法は、以下のとおりです。

募集テーマ◉市民活動団体交流会「しみんのひろば」開催事業　 ▼市民協働課
　［提案内容］市全域を対象とした市民活動団体のＰＲの場、団体間交流の場の提供など
　［事 業 費］上限50万円
◉募集期間　6月15日水～7月25日月
◉提案内容　上記の募集テーマに即した事業で、平成24年2月29日水までに完了する事業
◉対象団体　主に市内で公益活動を行う5人以上で構成された団体
◉応募方法　市民協働課で配布する提案用紙に必要事項を記入して、直接または郵送で提出。提案用紙は市ホームペー

ジからもダウンロード可（http://www.city.tahara.aichi.jp/→トップページ右下「市民協働のまちづくり」）

◉審査方法　応募団体による担当課への提案説明により審査
◉応募・問い合わせ先　市民協働課 ☎23局3504　 23局0180　 kyoudou@city.tahara.aichi.jp
※平成24年度実施の「自由提案型委託事業」については、別途募集が行われます。

市 民
提 案 市の事業を受託してみませんか？

▲ＡＬＴ（英語指導助手）と英会話を交えて工作
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学校生活の一コマ

を紹介

　　 神戸小学校 「たけのこ掘り」
　　校区の自然に触れるたけのこ掘り！
　　
　神戸小学校では、毎年、校区のご厚意で、たけのこ掘
りを体験しています。今年も４月に２年生が、たけのこ
掘りに出かけました。
　竹林に入ると、頭を出したばかりのたけのこが、あち
らこちらにたくさんありました。子どもたちは、校区の
方に助けていただきながら、楽しそうにたけのこを掘
りました。ほとんどの子がたけのこ掘りは初めてで、中
には「たけのこって竹の子どもなんだ」と改めて気付く
子も・・・。学校に戻って、図工の時間にたけのこの絵を
描きました。大きく力強い作品ばかりできあがりまし
た。また、自分たちで掘ったたけのこは、たけのこご飯
にして、おいしくいただきました。
　神戸には“自然の幸”がいっぱいです。子どもたちは
校区の自然に触れ、そのすばらしさを味わうなかで、ふ
るさと神戸の良さを体感しています。

 亀山小学校 「ことばきらきら集会」
国語で学習したことを発表しよう！

　亀山小学校では、平成19年の国語の研究発表を機に、
各学級で学習したことを発表し合う「ことばきらきら
集会」を行っています。
　集会では、国語の時間に学習した「ことばあそび」や
早口言葉・観察記録・見学レポートの発表、自作の短作
文や俳句の紹介などが行われます。「書くことを楽しむ
子ども」の育成を目指して７年目。子どもたちに書くこ
との抵抗はなくなり、俳句作りも楽しくできるように
なりました。高学年の早口言葉の早さにびっくりした
り、修学旅行で作った俳句の紹介に感心したり、楽しく
会は進みます。進行役は、川柳の創始者「柄井川柳」をも
じった６年生の児童がふんする「からいせんべい」さん
が行います。せんべいさんがその場で考えたコメント
がいつも好評で、“花丸”の一言にみんな大喜びです。
　これからも、国語学習の発表の場として「ことばきら
きら集会」を続けていきたいと考えています。

　今回は、校区の竹林でたけのこ掘りをする様子と、国語の学
習を生かした集会の様子をご紹介します。

●学校教育課２３局３６７９

◦たくさんたけのこが採れたよ！

◦修学旅行で作った俳句を紹介したよ！

◦おいしいたけのこご飯ができるかな？

◦上手な発表には、せんべいさんから“花丸”印！
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
田
原
市
消
防
署
で
開

催
さ
れ
、各
地
区
か
ら
１
０
８
名
が
参
加
し
ま
し

た
。講
演
で
防
災
活
動
の
事
例
を
学
ん
だ
ほ
か
、土

の
う
の
作
成
と
設
置
の
実
技
を
行
っ
た
皆
さ
ん
。

地
域
の
自
主
防
災
活
動
の
中
心
を
担
う
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、さ
ら
に
技
術
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。

▲地域コミュニティの活性化が自主防災会の強化につながることなどを学びました

地
域
の
安
全
を
守
る

防
災
リ
ー
ダ
ー

５
月
14
日［
土
］

　

幼
児
交
通
安
全
教
室
が
５
月
16
日（
月
）か
ら
谷

熊
町
の
田
原
市
交
通
公
園
で
始
ま
り
ま
し
た
。年
３

回
、市
内
全
21
園
の
保
育
園
児
が
順
番
に
参
加
し
行

わ
れ
る
こ
の
教
室
。園
児
た
ち
は
、講
師
の
交
通
指

導
員
と
と
も
に
、信
号
機
の
見
方
や
横
断
歩
道
の

渡
り
方
な
ど
、交
通
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

し
っ
か
り
安
全
確
認

よ
し
渡
ろ
う
！

５
月
25
日［
水
］

▲元気に手を上げ、横断歩道を渡る園児たち（東部保育園）
※交通公園では、ゴーカート乗車体験などが無料で行えます。
　▶開園日時＝土・日曜日、祝日の午前９時～午後４時30分
　▶市民協働課☎２３局３５０４

▶泉中・神戸小・童浦小・田原中部小・衣笠小・野田小
   赤羽根小・泉小（H18年8月～）

V
ヴァネッサ

anessa S
シェパード　

hepherd 先生

▶東部中・田原中・田原東部小・田原南部小・大草小・亀山小
   清田小（H23年1月～）

S
スティーブン

tephen R
ローチ

oach 先生

▶野田中・福江中・六連小・高松小・若戸小・福江小（H23年4月～）

皆さん、はじめまして。アリソ
ンです。これから、アメリカの
文化や、できるだけ多くの英語
の言葉を伝えていきたいです。
いっしょに楽しく英語を勉強
しましょう！

A
アリソン

llison E
イーストマン

astman 先生

▶赤羽根中・伊良湖岬中・和地小・堀切小・伊良湖小・中山小
　（H21年9月～）

T
テイラー

aylor T
トラスラー

rusler 先生

私たちは英語指導助手（Ａ
エーエルティー

ＬＴ）です。
ＡＬＴは、市内の小・中学校で英語を教えています。４月から１名が代わったほか、活躍
中の３名のＡＬＴも勤務校が変わりましたので、ご紹介します。

Hello,
everyone!!

　　（ハロー、エブリワン !!）
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皆
さ
ん
が
出
し
て
い
る
ご
み
の
中

に
は
、リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、お
金
に
な
る〝
資
源
ご
み
〞が

あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

今
回
は〝
資
源
ご
み
〞に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
鉄
く
ず
類

壊
れ
た
自
転
車
、
金
属
製
品
、
空
き
缶

や
小
型
の
廃
家
電
な
ど

◎
売
却
代
金
約
１
３
０
０
万
円

※
平
成
22
年
度
合
計

●
古
紙
・
繊
維
類

段
ボ
ー
ル
、
新
聞
、
雑
誌
、
紙
パ
ッ
ク
、

古
着
な
ど

◎
売
却
代
金
約
３
３
０
０
万
円

※
平
成
22
年
度
合
計

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類

洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
の
ボ
ト
ル
、
カ
ッ

プ
麺
の
容
器
な
ど

◎
売
却
代
金
約
５
９
０
万
円

※
平
成
22
年
度
合
計

　

資
源
ご
み
の
売
却
代
金
は
市
の
収

入
と
な
り
、皆
さ
ん
の
生
活
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

◉
ピ
ー
ク
時
は
工
夫
を
重
ね
て
節
電
を
！

　
「
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
」へ

　

登
録
し
ま
し
ょ
う
！

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

電
力
供
給
と
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

田
原
市
で
は
平
成
20
年
11
月
か
ら
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た

め
、
市
民
・
事
業
所
な
ど
が
、
身
近
な
と

こ
ろ
で
で
き
る
省
エ
ネ
行
動
を
実
践
す
る

き
っ
か
け
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け

た
省
エ
ネ
宣
言
「
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン

ジ
宣
言
」へ
の
登
録
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

電
力
需
給
が
切
迫
す
る
ピ
ー
ク
時
の
節
電

が
求
め
ら
れ
る
今
、
ま
だ
登
録
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
登
録
用
紙
は
市
役
所
、
各
支
所
、
ま
た
は

田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

た
は
ら
節
電
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
２
０
１
１

　
６
月
22
日
氺
～
８
月
31
日
氺

　

田
原
市
で
は
、
例
年
、
夏
季
お
よ
び
冬
季

に
﹁
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
実

施
し
、
市
内
多
く
の
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
さ
ら
に
電
力
消
費
量
を
抑

制
す
る
た
め
期
間
を
延
長
し
、
例
年
の
夜
の

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
に
加
え
、
昼
の
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
の
呼
び
か
け
も
行
う
﹁
た
は
ら
節
電
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
２
０
１
１
﹂
を
実
施
し
ま
す
。

　

家
庭
で
も
節
電
の
た
め
、
照
明
の
利
用
を

減
ら
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
３
７
３
人・事
業
所
63
か
所︵
５
月
末
現
在
︶

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

62

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

３８

何
が
資
源
ご
み
に

な
る
の
？

分
別
す
れ
ば
資
源

と
な
る
ご
み
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ご
み
の
分
別
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
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風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
６
月
か
ら
７
月
は
、
梅
雨

前
線
が
活
発
に
な
り
、
雨
が
多
く
な
る

時
期
で
す
。
ま
た
、
台
風
の
発
生
も
心

配
さ
れ
ま
す
。
大
雨
や
台
風
は
、
あ
る

程
度
予
測
で
き
る
と
は
い
え
、
近
年
は

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
と
い
わ
れ
る
局
地
的

な
豪
雨
や
強
風
が
突
発
的
に
起
こ
り
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
風
水
害
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

▪
家
の
周
り
の
日
常
点
検
を

　

雨
や
風
が
強
く
な
っ
て
き
て
か
ら
屋

外
に
出
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
次
の

点
に
注
意
し
て
日
常
点
検
を
行
い
、
悪

い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
修
理
や
清
掃
な
ど

を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
テ
レ
ビ
な
ど
の
ア

ン
テ
ナ
が
し
っ
か

り
固
定
さ
れ
て
い

る
か

◦
窓
ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割
れ
や
、
窓
枠
・

雨
戸
の
が
た
つ
き
が
な
い
か

◦
屋
根
瓦
の
ず
れ
や
ひ
び
割
れ
、ト
タ
ン
板

の
ゆ
る
み
、壁
の
ひ
び
割
れ
は
な
い
か

◦
雨
ど
い
・
排
水
溝
の
排
水
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
か
。
落
ち
葉
や
土
砂
が
つ

ま
っ
て
い
な
い
か
。
雨
ど
い
は
継
ぎ
目

の
は
ず
れ
が
な
い
か

◦
鉢
植
え
や
物
干
し
竿
な
ど
、
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
は
な
い
か

▪
台
風
な
ど
が
近
づ
く
前
に
準
備
を

◦
鉢
植
え
や
物
干
し
竿
な
ど
、
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
は
屋
内
へ
入
れ
る

◦
非
常
持
出
袋
や

懐
中
電
灯
、
携

帯
ラ
ジ
オ
を
準

備
す
る

◦
断
水
に
備
え
、

飲
料
水
を
準
備
す
る

▪
気
象
情
報
に
注
意
を

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
最
新
の
情
報
を

入
手
し
、
警
報
や
注
意
報
の
発
表
、
台
風

や
前
線
な
ど
の
動
き
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉宮田観光ホテルで田原市民限定割引！
　もっと多くの田原市の方に遊び
にきていただくため、宮田村の第３
セクターで運営している『宮田観
光ホテル』では、利用料金の田原
市民（在住・在勤・在学の方）限定
割引を行っています。詳しくはお問い合わせください。

◦割引内容
　通常料金から大人１，０００円・子ども５００円割引
　（通常料金＝大人8，550円～／特定日を除く）
◦実施期間
　平成２５年３月３１日まで
◦問い合わせ先
　宮田観光ホテル松雲閣☎（0265）83局2134
　　  http://www.miyadakankou.co.jp/
　宮田村役場産業建設課☎（0265）85局5864　

◉壮大な千畳敷カール
　中央アルプスの玄関口「千畳敷カール」は、駒ケ岳
ロープウェイを使って気軽に訪れることができるお勧め

エリアです。夏には緑の
じゅうたんにさまざまな
高山植物を観察でき、
秋にはきれいな紅葉を
見ることができます。

◉とってもおいしい宮田村のりんご
　宮田村はオーナー制度でおなじみのりんごの産地
です。11月に行われる収穫祭には、
りんごの収穫を楽しみに田原市民
をはじめ、県外からも多くの方が訪
れます。

このコーナーでは、田原市の国内外の交流事業や
多文化共生事業の情報をお届けします。
▶政策推進課☎２３局３５０７　

友好都市　長野県宮
み や だ

田村へ「おいでなんしょ！」※

自然豊かな宮田村の見どころなどをご紹介します。　※「おいでなんしょ」は宮田村周辺の方言で「おいでくださいませ」の意味

▲効能豊かな早太郎温泉

◀夏の千畳敷カール
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▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
小
学
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
／
講
座
名

／
内
容
／
参
加
料
＝
表
の
と
お
り　

▼
定

員
＝
20
名
（
先
着
順
）
／
夏
休
み
の
昔
体

験
は
定
員
な
し　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
保
育

士
資
格
が
あ
る
方　

▼
採
用
期
間
＝
平
成

24
年
３
月
31
日
（
土
）
ま
で　

▼
勤
務
場

所
＝
市
内
保
育
園　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
／
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
、
午
後
４
時
15
分
～
午
後

７
時
15
分　

▼
賃
金
＝
時
給
１
１
０
０
円

～
１
２
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
市
役
所

子
育
て
支
援
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
直
接
提
出

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

▼
そ
の
他
＝
夏
休
み
期
間
中
は
、
小
・
中

学
生
の
入
館
料
が
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０　

22
局
８
０
７
０

　

古
い
写
真
や
道
具
な
ど
を
材
料
に
、
昔

の
思
い
出
を
語
り
合
う
回
想
法
。
介
護
予

防
や
認
知
症
予
防
な
ど
に
も
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
と
人
を
つ
な
ぐ

“
お
し
ゃ
べ
り
”
は
心
も
元
気
に
し
て
く
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
日
常
生
活
に
活
用

で
き
る
回
想
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
病
院
・
福
祉
施
設
関
係
者
、
回

想
法
に
興
味
の
あ
る
方　

▼
日
時
＝
７
月

15
日
（
金
）
午
後
２
時
～
４
時　

▼
場
所

＝
田
原
文
化
会
館
２
０
１
・
２
０
２
会
議

室　

▼
定
員
＝
30
名
（
先
着
順
）　

▼
内

容
＝
回
想
法
の
基
礎
知
識
、
実
践
方
法
な

ど
に
つ
い
て　

▼
講
師
＝
梅
本
充
子
氏

（
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学　

看
護
学

部
看
護
学
科
准
教
授
）　

▼
参
加
料
＝
無

料　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
28
日
（
火
）
午

前
10
時
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
中
央
図
書

館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て

▼
中
央
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

　

最
近
、
下
水
道
施
設
へ
の
異
物
の
流
入

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
故
障
の
原
因
に
な

り
、
適
切
な
汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
異
物
を
流
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◉
流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

◦
テ
ィ
ッ
シ
ュ

や
乳
幼
児
用

お
し
り
ふ
き

な
ど
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の

紙
◦
野
菜
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、
天
ぷ
ら
油

　
※
排
水
管
が
詰
ま
る
原
因
に
な
り
ま
す

◦
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
揮
発
性
の
高
い

危
険
物

　
※
下
水
道
管
の
中
で
爆
発
を
起
こ
す
原

因
に
な
り
ま
す

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

田
原
市
臨
時
職
員

臨
時
保
育
士

吉
胡
貝
塚
資
料
館

夏
休
み
講
座　

参
加
者

図
書
館
研
修

「
や
っ
て
み
よ
う
回
想
法
」参
加
者

下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
！

■吉胡貝塚資料館夏休み講座
日時 講座名 内容 参加料

7/27水
13：00～16：00 塩づくり 海水を煮詰めて塩を作ってみよう。 無料

7/31日
9：00～12：00 土器づくり

粘土をこねて縄文土器をつくろう。
※8/21（日）13：00～16：00には、
　作った縄文土器を野焼きします。

300円

8/3水
13：00～16：00 貝紫の型染め 貝からパープル腺を取り出し、古代人も

染めた〝紫色〟を再現します。 400円

8/11木
9：30～15：30

本格派
貝のアクセサリー

バスで海岸に貝を拾いに行き、世界で
たった一つのアクセサリーを作ります。 200円

8/2火～7日
9：00～17：00

（受付は15：00まで）

夏休みの昔体験
　竹の弓矢作り 竹で弓矢を作ります。 200円

　鹿角のアクセサ
　リー（小）

石で鹿の角を磨きアクセサリーを作りま
す。 200円
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は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
27
日
（
月
）
～
７
月
３
日

（
日
） 

／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後

５
時
）

　

相
談
専
用
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

＊
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　
（
０
１
２
０
）０
０
７
局
１
１
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

　

田
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
７
月

27
日
（
水
）
に
任
期
満
了
と
な
る
田
原
市

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
の
日
程
を
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
立
候
補
予
定

者
お
よ
び
推
薦
者
な
ど
は
、
６
月
22
日

（
水
）
の
説
明
会
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
今
回
の
一
般
選
挙
の
選
挙

に
よ
る
委
員
の
定
数
は
20
名
で
す
。

◉
選
挙
日
程
（
日
時
／
場
所
）

▼
選
挙
運
動
・
立
候
補
事
務
手
続
き
説
明

会
＝
６
月
22
日（
水
）午
前
10
時
～
／
市
役

所
講
堂（
南
庁
舎
６
階
）　

▼
立
候
補
届
出

書
類
事
前
審
査
＝
６
月
29
日（
水
）午
前
９

時
～
午
後
４
時
／
市
役
所
講
堂　

▼
選
挙

告
示
・
立
候
補
受
付
＝
７
月
３
日（
日
）午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
／
市
役
所
講
堂

▼
期
日
前
投
票
＝
７
月
４
日
（
月
）
～
７

月
９
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８

時
／
市
役
所
大
会
議
室
（
北
庁
舎
１
階
）

▼
選
挙
立
会
人
届
出
期
限
＝
７
月
７
日

（
木
）
午
後
５
時
／
総
務
課
（
市
役
所
南

庁
舎
３
階
）　

▼
投
票
＝
７
月
10
日
（
日
）

午
前
７
時
～
午
後
８
時
／
23
投
票
所

▼
開
票
（
選
挙
会
）
＝
７
月
10
日
（
日
）

午
後
９
時
20
分
～
／
市
役
所
講
堂

▼
田
原
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

　

施
設
の
有
効
活
用
お
よ
び
節
電
対
策
の

一
環
と
し
て
、
一
部
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
早
朝
開
放
を
実
施
し
ま
す
。

▼
開
放
施
設
＝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
中
央
・

滝
頭
公
園
・
渥
美
運
動
公
園
）
／
野
球
場

（
滝
頭
公
園
・
緑
が
浜
・
渥
美
運
動
公
園
）

／
多
目
的
広
場
（
滝
頭
公
園
・
緑
が
浜
・

渥
美
運
動
公
園
・
赤
羽
根
文
化
広
場
）

▼
開
放
期
間
／
曜
日
＝
７
月
１
日
（
金
）

～
９
月
30
日
（
金
）
／
水
～
日
曜
日

▼
開
放
時
間
＝
午
前
６
時
～
９
時　

▼
使

用
料
＝
各
施
設
の
規
定
の
使
用
料　

▼
申

し
込
み
＝
各
施
設
の
窓
口
で
直
接
申
し
込

み
（
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
は
不
可
）

▼
受
付
開
始
日
＝
６
月
21
日
（
火
）

▼
生
涯
学
習
課
（
田
原
文
化
会
館
内
）　

☎
22
局
６
０
６
１　

22
局
６
４
５
５

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
入

学
前
の
、
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
と
保
護
者
を
対
象
に
、
教
育
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
は
予
約
制
で
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
３
歳
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す
る

前
ま
で
の
幼
児
お
よ
び
保
護
者　

▼
日
時

＝
８
月
４
日
（
木
）、
５
日
（
金
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
要
予
約
）　

▼
場
所

＝
東
三
河
総
合
庁
舎　

▼
申
し
込
み
＝
７

月
１
日（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

　

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
外

出
の
機
会
が
増
え
る
こ
の
時
期
は
、
子
ど

も
や
高
齢
者
が
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
交
通
事
故
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
地
域
全
体
で
交
通
安
全
運

動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◉
重
点
実
施
項
目

◦
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う

◦
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

７月９日圡  海開き

▼時間＝午前10時～

▼場所＝白谷海水浴場、仁崎海
水浴場、伊良湖海水浴場

▼イベント＝ち
びっこ宝探しゲ
ーム、ビーチバ
レー大会　
※伊良湖海水浴場のみ

▼田原市観光協会
　☎２３局３５１６

田
原
市
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」　
　

強
化
週
間

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

７
月
11
日
⺼
～
20
日
氺

障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

お
子
さ
ん
の
早
期
教
育
相
談

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

夏
季
早
朝
開
放
し
ま
す

▪
商
工
観
光
課
の
電
話
番
号
を
変
更

　

田
原
市
観
光
協
会
の
事
務
室
移
転
に

伴
い
、商
工
観
光
課
の
電
話
番
号
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

︵
新
︶☎
23
局
３
５
２
２

︵
旧
︶☎
23
局
３
５
１
６

※
な
お
田
原
市
観
光
協
会
の
電
話
番
号
は
、

　

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。☎
23
局
３
５
１
６

ま
た
、こ
の
移
転
に
伴
い
、農
政
課
農
村

整
備
グ
ル
ー
プ
が
、北
庁
舎
１
階
の
旧

１
０
０・１
０
１
会
議
室
へ
移
転
し
ま
し
た
。
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／
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先
日
、面
白
い
資
料
を
見
つ
け
ま
し
た
。

そ
れ
は
嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）
に
田
原

藩
が
調
査
し
た
80
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の

人
数
で
す
。
こ
の
調
べ
で
、
田
原
藩
領
に

は
２
７
０
人
の
80
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
内
訳
は
男

１
１
８
人
、
女
１
５
２
人
で
す
。
ま
た
85

歳
以
上
は
86
人
、
90
歳
以
上
は
９
人
も
い

て
、
最
高
齢
者
は
な
ん
と
99
歳
の
下
野
田

村
（
現
在
の
野
田
小
学
校
か
ら
東
側
）
の

新
七
郎
の
お
じ
い
さ
ん
で
し
た
。

　

当
時
の
田
原
藩
は
、
谷
熊
、
百
々
を

除
い
た
旧
田
原
町
域
、
旧
赤
羽
根
町
域
、

そ
し
て
和
地
町
と
宇
津
江
町
の
一
部
で
、

嘉
永
５
年
の
人
口
は
、
武
士
を
除
く
と

２
万
２
０
５
１
人
で
し
た
。
昭
和
40
年

の
田
原
町（
人
口
２
万
６
８
７
１
人
）
の

85
歳
以
上
は
99
人
で
す
。
ほ
ぼ
田
原
藩

と
同
じ
区
域
を
示
す
平
成
17
年
（
人
口

４
万
３
８
２
８
人
）
の
95
歳
以
上
は
89
人

で
、
最
高
齢
者
は
１
０
３
歳
で
し
た
。
江

戸
時
代
は
、
今
よ
り
医
療
も
発
達
し
て
い

ま
せ
ん
し
、
栄
養
事
情
も
そ
ん
な
に
良
い

と
は
思
え
ま
せ
ん
の
で
、
当
時
の
お
年
寄

り
が
意
外
に
多
か
っ
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ

ま
す
。

　

縄
文
時
代
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
に

亡
く
な
る
場
合
も
多
い
の
で
、
平
均
寿
命

は
15
歳
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
と

同
じ
こ
ろ
、
江
戸
時
代
後
半
の
日
本
の
平

均
寿
命
は
40
歳
、明
治
・
大
正
時
代
も
徐
々

に
寿
命
は
延
び
た
も
の
の
、
50
歳
を
越
え

た
の
は
戦
後
の
話
で
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る

と
、
２
０
１
０
年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命

は
男
79
歳
、
女
86
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
は
、
農
作
物
の
不
作
や
病
気
な

ど
不
安
定
な
時
代
で
し
た
。
し
か
し
、
決

し
て
裕
福
で
な
い
く
ら
し
の
中
で
も
、
お

年
寄
り
は
家
族
や
地
域
の
中
で
、
温
か
く

見
守
ら
れ
生
き
て
い
ま
し
た
。
お
年
寄
り

と
は
、
年
を
経
て
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
経

験
、
そ
し
て
長
寿
と
い
う
生
命
力
を
秘
め

た
尊
敬
す
べ
き
人
の
こ
と
で
、
肉
体
の
老

い
を
現
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
れ

わ
れ
が
幼
い
こ
ろ
学
ん
だ
生
活
の
知
識

は
、
家
族
や
地
域
の
中
で
の
お
年
寄
り
か

ら
授
か
っ
た
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

あ
る
学
者
は
、
も
と
も
と
老
人
と
は
社
会

の
中
で
明
確
に
区
別
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、

経
済
活
動
か
ら
の
強
制
的
な
退
職
と
い
う

近
代
化
が
生
み
出
し
た
、
人
生
の
段
階
で
あ

る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
皮
肉
な
こ
と

　

江
戸
時
代
の
お
年
寄
り
の
数

に
、
近
代
教
育
は
老
人
か
ら
経
験
知
や
子
ど

も
ま
で
奪
っ
て
し
ま
っ
た
と
さ
え
言
っ
て

い
ま
す
。
老
人
の
社
会
的
な
役
割
が
変
わ
っ

た
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
の
で
す
。

　

田
原
藩
が
こ
の
調
査
を
行
っ
た
理
由
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、“
老
人
”
と
は
記
さ

ず
“
長
寿
者
”
と
記
し
た
と
こ
ろ
に
、
当

時
の
お
年
寄
り
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
が
見

え
て
き
ま
す
。
こ
の
記
録
を
見
な
が
ら
、

祖
父
や
祖
母
の
ひ
ざ
の
中
の
ぬ
く
も
り
を

思
い
出
す
と
と
も
に
、
長
寿
国
日
本
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
問
題
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】滝
頭
上
池
の
ス
イ
レ
ン（
滝
頭
公
園
）

▼
あ
る
雨
上
が
り
の
午
後
。ス

イ
レ
ン
の
花
の
写
真
を
撮
ろ

う
と
滝
頭
公
園
へ
。水
面
に

咲
く
可
憐
な
姿
を
見
つ
け
、よ
ろ
こ
び

勇
ん
で
水
際
に
降
り
て
い
く
と
、足
元

に
長
い
ひ
も
状
の
何
か
が
。そ
れ
は
な

ん
と
、大
き
な
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
で
し

た
・・・
。声
に
な
ら
ず
、カ
メ
ラ
を
握
り

締
め
、じ
っ
と
見
つ
め
る
私
。本
当
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。（
Ｏ
）

▲田原藩調「80歳以上長寿者調」（部分）

▲嘉永6年の最高齢者

平成 23年 6月15日   　  　　　　　　　　│ 12 │

※
当
時
は
数
え
年
な
の
で
、
生
ま
れ
た
年
が
１
歳

　

で
１
月
１
日
が
く
る
た
び
年
が
加
算
さ
れ
ま
す
。


